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活動指標については，おおむね目標を達成しているが，近年は横ばい傾向にある。民有地の緑化を推進する
ため，緑化誘導策など新たな都市緑化の施策や事業，仕組みづくりを検討する。

今後とも，市民や事業者がグリーントラスト運動に関心を持つよう，普及啓発を図るとともに，より魅力あ
る事業について検討を行う。

モデルケースである長岡樹林地について，地権者と良好な関係を構築しながら，今後も緑の保全について理解を得られるよ
う努めていくとともに，法制度に基づく保全や「とちぎの元気な森づくり県民税」の活用など，様々な保全手法の検討を行
う。また，グリーントラスト活動を支える事務局やボランティアに対して必要な支援を積極的に継続して実施する。

Ａ

Ａ 継続

Ａ

施　策　事　業　費　合　計

今後も市内に残る森や緑などの貴重な自然環境や豊かな景観を保全していくため，土地所有者や管理団体か
らの理解・協力を求めながら，新たな都市緑地や民有地の緑についても当事業の導入を検討していく。

市民主体の都市緑化活動を推進するため，市民が事業に参加しやすい環境を整えるとともに，協議会活動のＰＲを
積極的に行うことによって会員数や研修会参加者数の増加を図り，市民の緑化意識の高揚を促進する。

市民主体の都市緑化及び緑地保全を進めていくには，緑に関心を持つ市民を増やすことが必要である。より
魅力ある事業内容を検討することによって，当イベントの来場者数の拡大や参加者の人的ネットワークの形
成を図り，市民の緑に対する意識の向上に努めていく。
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市街化区域内に残された貴重な自然環境である戸祭山緑地・鶴田沼緑地などの都市緑地の保全は，着実に用
地取得が進み，市民による緑地保全活動も活発になっている。今後も市民のみどりに対する意識を高める効
果が高く，水と緑のネットワークの形成に重要な事業であることから，今後も継続していく。
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緑の基本計画の改定

市民・事業者・行政 Ｈ２０
担当課 公園緑地課

優先度

Ｈ２０Ｈ１９

緑の保全・育成を目的として策定する（仮称）第２次宇都宮市緑の基本計画を実効性のあるものとするため
に，アンケートや懇談会等を通じ市民の意見を十分把握ながら計画づくりを進める。新規
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都市に残された緑は自然資源として極めて重要であり，水と緑のネットワーク
の形成については一定の効果が得られている。
市内の緑の多くは民有地であり，これらの緑を守り育てていくためには，新た
な制度導入の検討とともに，市民や事業者の理解，協力など，より一層市民や
地域との連携が必要とされている。

不十分である
説
明

説
明

本市の骨格となる緑については，一定の保全効果が得られており，また，市民活動も
徐々に活発になってきているが，目標値に達していないことから，今後も継続的な取り
組みが必要である。

説
明（70%未満）

３　今後の取組方針

①取組の
考え方

　本市の水と緑のﾈｯﾄﾜｰｸの形成については，鶴田沼緑地や戸祭山緑地の都市緑地としての公有地化や，長岡樹林地での保全活動を行い，その結果，市街化
区域内及びその隣接地において大規模な緑地が確保されるなど，一定の成果を上げることができた。今後は，市街地の過半を占める民有地の緑化を推進す
るため，市民意識の向上を図るための普及啓発や公共施設における先駆的，先導的な緑化に努める。
　さらに，目標達成のため，市民や事業者への意識啓発を図るとともに，「都市の景観形成」や「自然環境の連続性」などを考慮しながら，既存制度の活
用や一部見直し，新たな制度の導入，地権者はもとより周辺住民の協力による地域グループの育成や活動支援，積極的な情報提供を行うとともに，市民と
の協働による緑化活動や保全活動の仕組みづくりに取り組んでいく。

　市民・事業者のボランティア活動が広がりを見せるなど，十分な効果を挙げている
が，市街地の緑化など市民が身近に親しめる緑の創出に関する取り組みについては，今
後，強化を図る必要がある。

● 十分である
やや不十分であ
る

②政策評価
会議意見

（政策目標への効果）

●

概ね目標は達成しているが，より効率的な事業の展開を図るため，緑化や緑地保全のための
手法の一部見直しや，都市緑地法，景観法などに基づく制度活用を検討する必要がある。

減少している
説
明

　ヒートアイランド現象など環境問題への市民の関心やガーデニングブームなど，緑化
意識も高まっている。また，震災時においては火災の延焼を防止し，一時避難場所とし
ても機能するなど市街地に残る緑の役割・必要性は，より高まっている。

不十分な事業が
複数ある

横ばい

●
達成していない達成している 概ね達成

（90％以上） （70％～90％未満）

十分である
効率性

（住民・社会ニーズ）

●

増加している

2,125

市民が身近に自然と親しめる良好な水と緑の環境が創出さ
れ，自然との共生が深まっています。
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施策名

担当課 公園緑地課

①総合計画
　政策の柱

市民の快適な暮らしを支えるために
②政策名
（基本施策名）

良好な水と緑の環境を創出する
③取組の
　基本方向

「良好な水と緑の環境を創出する」ため，河川の治水対策や水辺に親しめる環境づくりを進めるた
めの「快適な河川環境の創出」，自然に対する意識を高めるための「自然環境保全の推進」，限り
ある緑を守り，育てるための「緑の保全・育成」に，重点的に取り組みます。

④政策目標
（基本施策目標）

施策目標

②市民の
施策満足度

④
施
策
の
評
価

達成度

有効性

必要性

（事務事業の進捗）

（単年度目標）

市民・事業者の主体的な活動により，都市の緑化や樹林地の保全が図られています。

不十分な事業が
一部ある

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出
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№ 事　　　業　　　名
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４　施策を構成する事務事業一覧

里山・樹林地の保全
市民

③市民の
施策重要度
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（財）グリーントラストうつのみや運動促進費補助金 (財)グリーントラストう
つのみや
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（千円） （千円）

実績値

都市緑地の保全

実績値 実績値

2

Ｈ１９

対　　象　　者
開始
年度

実績値

（財）グリーントラストうつのみや緑地保全活動
参加人数（人）都市緑化や樹林地の保全には既存制度の活用を図り，地権者や緑地保全・緑化推進のボランティアへの助成・

支援を行うとともに，日常的な緑に対する普及啓発や市民意識の醸成を図ってきたが，地球環境問題や都市緑
化に対する関心が高まっていることから，市民協働による緑化活動や保全活動を支える体制の充実により，さ
らなる市民活動の促進や新たな保全手法の検討が必要とされている。
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緑の保全・育成

―---―

達成率
(%)

目標値

60.7%

Ｈ２４：目標
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3,500

目標値

3,500

目標値 目標値

―---― 3,5003,500

Ｈ２３Ｈ２２

目標値

実績値実績値

0
2,099 2,071

9
緑の相談所の運営

市民・団体・事業者 S56
担当課 公園緑地課

34.6%

77.5%

水と緑のネットワークの形成については，都市緑地の公有地化とともに，里山樹林地における土地所有者や管理団体と連
携した保全に取り組み，その結果，大規模な緑地が確保されるなど，一定の成果を上げているところである。今後は，市
街地の過半を占める民有地の緑化を推進するため，既存制度の活用や，新たな制度導入の検討，さらなる市民意識の向
上，土地所有者，管理団体，地域住民への積極的な活動支援，情報提供などを行い，市民協働による緑化活動や保全活動
の仕組みづくりに取り組むこと。

0 Ｂ 継続
市民の緑化活動の支援及び人材の育成の拠点として，市民の緑に関する多種多様なニーズに対応するため，講習内
容や回数，相談所機能の充実を図るとともに，ホームページからの情報発信など一層の利用促進を図る。

緑化講習会年間受講者数（人）
1,800 1,800


